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結婚10年の二人の男性がそれぞれ妻を引き連れてパーティーに参加…読み終わった後は驚愕！

結婚10年の二組の男性がそれぞれの妻を連れてパーティーに参加。パーティーの流れでみんな疲労困憊の様子。女性陣は家庭や旦那の事をあれこれ座って話していて、片や男性陣やタバコを吸いながらおしゃべりしています。

2couples

男性Aが男性Bに言います。「Bさん、Bさんの奥さんはきれいですね！」。Bは目を細め視開の先で談笑している妻を見ます。

Aはまた言います。「今は結婚どのぐらいになるんですか」。Bは言います。「まだそんなに長いわけじゃないですね。まだ結婚10年ってとこです」。Aは驚愕した表情で「まさか！10年！？新婚のように見えますよ！私と妻も結婚10年ですけど、見てください！妻はもう今では若い時の見る影もないですよ。一緒に連れて歩くのも嫌になるくらいです！私もBさんのような奥さんがいたらいいんですけどね…。しかし、Bさんの奥さんはあまり家事をされているようには見えませんね。その点に関してはうちの家内のほうに軍配が上がるでしょう。うちの家内ときたら自分の父親だけでなく私の父親もしっかり見てくれていますからね」。

Bは笑って、「いやいや、そんなことはないですよ。家内は何もできないように見えるかもしれませんけど、実は家事は何でもこなせるんですよ！娘も妻に似て美人なんですよ」。

Aの顔色は変わり始め、内心ではうらやましさと同時に怒りも感じているよう。同じ女なのにどうしてこんなに差があるのか。

Bはタバコの煙をフーッと吐き出し、「私は妻のことなら、好きなもの、好きなこと、さらに何を言いたいかも全部わかりますよ。私は今まで、妻への愛や妻にできることをけちったことはありません。靴紐が解けていたら、街の中でもその場でしゃがんで結んであげるし、疲れたら帰宅後に足をマッサージだってしてあげます。帰宅の途中に妻の好きなオレンジを買って帰ったりもします。朝の起床後は妻におはようのキスもするし、雨の日には、スーパーで買い物中の妻を急いで迎えに行ったりもします。妻は倹約家であまり服を買おうとしないんですけど、私は妻のサイズがわかるので、服も買って帰ります。化粧品も買いに行きますよ。Aさんは奥さんのためにしてあげられていますか？奥さんにどんなことをしてあげていますか？

Aは顔を赤らめた。それは、Aは家では妻をあれこれ顎で使い、嫌なことがあれば妻にあたり、昨日も妻がスーパーで買った1000円の服で喧嘩したことが頭をよぎったからだ。もちろんBが妻にしていることを聞き恥ずかしくなったのは言うまでもない。

Bは更に、「妻は自分には何もしない。女性が恋愛中の時のような華やかさを失ったら、それは水分を失った花、光沢を失った真珠のようになってしまいます。妻は家を見ないといけない。付き合い始めのようなおしゃれもできない。どうして、何もしてあげないんですか。奥さんを見てください。さっき、私の近くを通った時、炭のようなにおいがしました。私の妻はここに来る前に牛肉を煮込んでいたんですけど、そのにおいがありましたか？においがしなかったはずです。ここへ来る前にシャワーを浴び、服も着替えました。香水もつけていました。それだけじゃありません。私の面子のために、私が友人といる前では決してでしゃばるようなことは絶対にしません」。ここまでBが言ったところで、Aは立ち上がり、疲労でうとうとしていた妻の手をつかみこう言いました。「疲れただろ。帰ろうか」。

結婚生活の中では、お互いが相手を尊重し、理解し、思いやりを示せれば、喧嘩も不満も少なくなります。幸せは、実はそんなに難しくないのです。私もBさんの奥さんのように、いつまでも夫からの愛を感じていたい。そして、Bさんの奥さんのように、私も夫のためにもっともっと愛を注いでいきたい。10年、20年、30年…良い妻になれるように、もっと良い夫になってもらえるようにもっと努力したい！読んだみなさんにも幸せがおとずれますように！

